
- 1 - 

船舶事故調査報告書 

 

                             平成２８年１２月１日 

                      運輸安全委員会（海事専門部会）議決 

                         委   員  庄 司 邦 昭（部会長） 

                         委   員  小須田   敏 

                         委   員  根 本 美 奈 

 

事故種類 衝突（岩） 

発生日時 平成２８年３月４日 ２２時００分ごろ 

発生場所 長崎県五島市美
び

漁
ろう

島西岸の岩 

 黄
おう

島灯台から真方位２３８°１,７００ｍ付近 

 （概位 北緯３２°３３.５′ 東経１２８°５３.３′） 

事故の概要  漁船大黒
だいこく

丸は、北進中、岩に衝突した。 

大黒丸は、右舷船首部外板の破損等を生じた。 

事故調査の経過  平成２８年７月６日、本事故の調査を担当する主管調査官（長崎事

務所）ほか１人の地方事故調査官を指名した。 

 原因関係者から意見聴取を行った。 

事実情報 

 船種船名、総トン数 

 船舶番号、船舶所有者等 

 Ｌ×Ｂ×Ｄ、船質 

 機関、出力、進水等  

 

漁船 大黒丸、１９トン 

 ＮＳ２－１３９４７（漁船登録番号）、株式会社樹漁水産 

 １７.３１ｍ（Lr）×５.２９ｍ×１.７１ｍ、ＦＲＰ 

 ディーゼル機関、漁船法馬力数１９０、平成４年７月２０日 

 第２９２－４２７９０号（船舶検査済票の番号） 

 乗組員等に関する情報 船長 男性 ６２歳 

 一級小型船舶操縦士・特殊小型船舶操縦士・特定 

  免許登録日 昭和５０年３月１４日 

  免許証交付日 平成２６年１０月１０日 

         （平成３２年３月１４日まで有効） 

 死傷者等 なし 

 損傷 右舷船首部外板に破損、球状船首部に凹損及び亀裂、船尾船底部外板

に破口 

 気象・海象 気象：天気 晴れ、風向 南南東、風速 約４m/s、視界 良好 

海象：波向 南南東、波高 約２ｍ、潮汐 下げ潮の末期 

月没時刻：１３時２７分ごろ 

 事故の経過  本船は、船長ほか９人が乗り組み、操業を終え、僚船と共に平成２８

年３月４日２１時５２分ごろ五島市黄島南西方沖の漁場を発し、０.７

海里（Ｍ）レンジとしたＧＰＳプロッター、０.２５Ｍレンジ及び６Ｍ

レンジとしたレーダーをそれぞれ作動させ、船長が操舵室で操船し、約

８ノットの対地速力で定係港の同市相
あい

ノ浦港に向けて手動操舵により北

進した。 



- 2 - 

 船長は、漁場を出発する際、レーダー及びＧＰＳプロッターを見てお

よその針路を定めた後は、ふだん船首目標の目安としている五島市福江

島鬼岳南方沿岸の街明かりを見ながら北進中、僚船から漁業無線が入っ

てきたので、操舵室後方の寝台の方に身体を向けてマイクを取り、交信

を始めた。 

 本船は、船長が、本船の左舷側を航行していた僚船の灯火を見ながら

無線で交信をしていたところ、島が近いと言われたので前方を見ると岩

が至近に迫っており、機関を後進にかけて左舵一杯としたものの、２２

時００分ごろ船首が美漁島西岸の岩に衝突した。 

 本船は、船長が負傷者及び浸水の有無などを確認し、浸水はあったも

のの航行に支障がなかったので、漁ろう長が本事故の発生を船舶所有者

に連絡した後、僚船に伴走されて自力で相ノ浦港へ帰港した。 

（付図１ 事故発生経過概略図 参照） 

 その他の事項 船長は、長年美漁島付近を航行した経験があったので、同島西岸の

岩の存在を知っていた。 

船長は、街明かりの見え方がいつもと変わらないように感じたので、

美漁島の西方沖に向けて航行しているものと思っていた。 

本船は、漁場から僚船４隻と並航して帰航中であり、最も東側を航

行していた。 

美漁島は、無人島で標識灯等もなく、月明かりなどがない状況下で

は３０ｍ付近まで接近しないと見えなかった。 

分析 

 乗組員等の関与 

 船体・機関等の関与 

 気象・海象等の関与 

 判明した事項の解析 

 

あり 

なし 

なし 

本船は、黄島南西方沖を北進中、船長が、左舷側を見ながら僚船と

交信をしていてレーダー等を使用した見張りを行っていなかったこと

から、美漁島に向かって航行していることに気付かず、同島西岸の岩

に衝突したものと考えられる。 

船長は、漁場を出発する際、レーダー及びＧＰＳプロッターを見て

およその針路を定めたこと、及び鬼岳南方沿岸の街明かりの見え方が

いつもと変わらないように感じたことから、美漁島の西方沖に向けて航

行しているものと思い、左舷側を見ながら僚船と交信をしていたもの

と考えられる。 

原因 本事故は、夜間、本船が、黄島南西方沖を北進中、船長が、左舷側

を見ながら僚船と交信をしていてレーダー等を使用した見張りを行っ

ていなかったため、美漁島に向かって航行していることに気付かず、

同島西岸の岩に衝突したものと考えられる。 

参考 

 

今後の同種事故等の再発防止に役立つ事項として、次のことが考え

られる。 
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・目視のみならず、レーダー等を使用して見張りを適切に行うこ

と。 
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付図１ 事故発生経過概略図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

長崎県 

五島列島 

福江島 

黄島 

長崎市 

長崎県五島市福江島 

鬼岳 

街明かり 

事故発生場所 

（平成２８年３月４日 

 ２２時００分ごろ発生） 

 

黄島 

美漁島 

黄島灯台 

発進場所 


